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 平成２７年のＰＴＡ活動へのご協力，  

 ありがとうございました。 
年も残すところ１０日余りとなりました。平成２７年度，こ

れまでのＰＴＡ活動へのご協力ありがとうございました。Ｐ

ＴＡ総会から始まり，さまざまな行事に取り組んできました。 

校の規模が小さくなっても運営ができるＰＴＡをめざしまし

た。全ての方に同じだけ少しの負担をしてもらい，楽しみも

あるようにと思っています。年に１回当番を行う「０の日・あいさ

つ運動」，親子講座は２学期に１回，ＰＴＡ広報はスナップ中心と

するなど工夫をしました。そんな中で，資源回収は設備・備品の充

実のために，多くのみなさんの力を借りて進めていきたいと考えま

した。 

動へのご意見，ご要望がありましたら，ぜひ近くのＰＴＡ役員

にお話しください。一番のめあては，参加してみて，楽しいを

味わっていただき，無理をしないで，ご参加・ご協力いただく。そ

して，その数が増えていくことです。 

休みがはじまります。子どもたちにとっては，クリスマスか

らお正月へ続く，楽しみがいっぱいの休みです。家族で過ご

す時間が増えます。冬休みだからこそできる体験を家族そろって楽

しみたいものです。 

よいお年を お迎えください。 

年，ＰＴＡ特別会計（資源回収の収益）を，子どもたちの学校生活がよりよいものにな

るよう，設備拡充費として設備や備品の拡充にあてています。今年度は，１０月３日の

運動会で見ていただきました通り，万国旗（設置用の器具を含む）を購入しました。 

れに加え，先日の設備拡充委員会で検討をし，運動場放送設備（ミキサーアンプ）の充

実とマス目入り黒板をひまわり学級２組と学習室１・２に設置することとしました。マ

ス目入り黒板の設置は昨年度から継続しての拡充です。これで全教室に設置されることにな

ります。先生はもちろん子どもたちにとっても，整った文字や図・絵がかきやすい黒板です。

黒板は今日の午後，業者が来校し，設置工事をするとのことです。１月７日，始業式より，

新しい黒板を使用して，授業を受けることになります。 
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年度の全体会での発表は，陶原小，水南小，光陵中の３校でした。どのＰＴＡもそれぞ

れが学校のよさを生かした活動を行っていました。光陵中は本校の校区ということで身

近に感じる話題も多かったです。班別の話し合いでは，規模の大小にかかわりなく役員選出

や学級・地区委員の選出に苦労をしていることがわかりました。 

修会で得られたことを本校のＰＴＡの活動にアレンジしながら，来年度の活動につなげ

ていきたいと思います。 
 

   
校評議員 ５名（少年センター光陵学区 支部長 土屋さま，

萩山台連合自治会長 森島さま，萩山台社会福祉協議会 

会長 平野さま，萩山台主任児童委員 佐藤さま，前萩山台社会

福祉協議会 会長 片山さま，）とＰＴＡ役員 ５名，校長先生，

教頭先生で，萩山小の子どもたちの様子，学校の取り組みにつ

いて，意見交換をしました。 

じめに授業参観を行いました。評議員さんが教室に入ると気軽に声をかける子が多いこ

とに驚きました。みなさんには，見守りや地域力向上委員会の子育て支援，自治会，公

民館などの行事でお世話になっています。地域の方が，子どもたちの身近にいてくださり，

よく顔を合わせ，学校や子どもたちを支えてくださっていることをあらためて感じました。

本当にありがとうございます。 

し合いは，学習，言葉づかい，あいさつ，いじめ，いやがらせ・・・，と多岐にわたり

ました。そんな中で，どの課題の話し合いでも出てくる言葉がいくつかありました。そ

れは，「くりかえし」「やりぬく」「根気」「ていねい」「続ける」です。子どもたちにつけさせ

たい力といえるかもしれません。 

た，さくらんぼ学園との併設，外国籍の子どもたちが多いことを強みにした学校運営を

考えてほしいとの意見も出ました。 

 

 
開け，１月１５日 金曜 午前９時４５

分より，文化センター 文化ホールで，

瀬Ｐ連研修会が開かれます。今年は，さくら

んぼ学園の紹介ビデオ放映に引き続き，效範

小学校ＰＴＡの発表，講演会（研修会）「保

護者のためのスマホ教室」を行います。お時

間があれば，ぜひご参加ください。くわしく

は，別紙（水色のプリント）をご覧ください。 

年，県Ｐ連より依頼される書き損じは

がきの回収が，今年もきました。くわ

しくは別紙（水色のプリン

ト）をご覧ください。ご協

力をお願いします。
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